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　ごみ減量には、その多くを占める生ごみの発生抑制が重要となり
ます。まずは市が、公設卸売市場や学校給食などの生ごみ減量に積
極的に取り組むべきです。

　この４年間の大津市政は、市民生活の向上や安全・安心を守ることよりも、「経費削減」を優先してきました。今回
の議案にもそれが露骨に表れています。党市議団は問題点を指摘し、本来の自治体の役割を果たせと追及しました。

運営は民間に丸投げし、15年間の事業費を計上。
党市議団は、市民の安全や文化的生活の向上には市が責任をもつ
べきで、利益追求の企業活動はなじまないと議案に反対しました。

　とりわけ富士見市民プールは、設計や建設からその後の管理運営ま
で一括で事業者に委ねる方法（PFI事業）をとり、安全管理も民間事業者に一任することになりま
す。利益優先で職員が削られるなど、体制の不備で命を落とす事故につながることも懸念されます。
目先の経費削減を理由に市が責任を放棄することは許されません。

――岸本のり子 市議

――林まり 市議

――杉浦とも子 市議 ――たてみち秀彦 市議

中学校給食は自校方式で ―目先の経費削減でなく子ども第一に―

事業系生ごみの減量を ―発生抑制の観点から、生ごみ処理方法を提案―

行革の名で市民サービス削るな 国民健康保険料の値上げNO！
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大津市会議員団

大津市と同規模自治体で、自校方式
給食を始めた奈良市を視察　　　　

　「温かくておいしい」と、子どもが喜ぶ自校方式に転換する自治体が増えていま
す。１万8000食分を１か所で作る巨大センター方式はやめ、地産地消を促し、子ど
もの育ちを保障する学校給食にすべきです。

　国言いなりで自治体破壊の「改革」を進め、使
用料や手数料の値上げ、各種補助金の一律カット
などを行ってきたのが越市政。市民の暮らしを守
る市政への転換が必要です。

　生活が一段と厳しくなり、市内でも国保料が払えなくて
病院に行けず、亡くなられている方が出ています。市は市
民の命を守るため、誰もが払える保険料とすべきです。

【その他の質問項目】
介護保険、競輪場跡地
利活用について

【その他の質問項目】教育問
題、自然体験の環境整備、後
期高齢者の健康診査について

【その他の質問項目】女性の貧
困、社会的事業所等用地等賃借
料補助事業の補助率について

【その他の質問項目】
地域循環型による経済活性化、
大津市立図書館について

市は…学校給食共同調理場の新施設につい
ても必要な方策を講じていく。分解消滅型
生ごみ処理機の導入も今後、調査・研究を
行うと回答。

市は…「徹底した行政改革
で子育て環境、高齢者施策
を充実させてきた」と、市
民への負担押しつけには触
れない答弁。

市は…一定の負担増はやむを
得ず、安易な一般会計からの
繰り入れは行うべきではない
と答弁。

　中学校給食は、子どもの発育、食育を一
番に考え、農業・雇用の活性や防災対策、
教職員の負担軽減にもつながる自校方式で
実施すべきでは。

質
問

　学校給食における食品残さへの積極的な取り
組みや、市公設卸売市場に、他市でも実績のあ
る分解消滅型の生ごみ処理機の導入を検討すべ
きではないか。

質
問

　４年間の越市長の市政運営で大
津市がどう変わり、市民福祉は向
上したと評価しているのか。

質
問

　来年度の国保料の、モデ
ル世帯※で13,580円値上げ
案が出されている。値上げ
にならないよう一般会計か
ら繰り入れすべきでは。

質
問

市は…様々な課題があることは認識し
ているが、十分に協議した上でセンタ
ー方式で実施したい。

経費削減、民営化ありきに 市民の暮らし第一に

富士見市民プールの建設　管理運営まで民間丸投げ

※所得200万円、40歳夫婦と子ども１人

11月通常会議の議案について

市民の立場で問題の解決を提案し論戦
２０１5年１１月通常会議

介護保険事業会計補正予算

一般会計補正予算

その他の議案

東京築地卸売市場の分解消滅型生ごみ処
理機。微生物が有機物を分解します　　

富士見市民プール建設予定地

NO！
介護保険制度改定で、特別養護老人ホームなど施設
入所者の食費や居住費への補足給付の受給要件が厳

しくされ、預貯金や配偶者の所得・資産まで判断材料に
加えられた。今回さらに、非課税の遺族年金や障害年金
までも収入と見なすためのシステム改修費を計上。負担
軽減の対象者外しを強めるため反対。

×

大津市公民館利用料の減免規定見直し：公民館利用
者団体の登録要件の見直しと関連するもので、市民

に負担を押しつけ、利用促進どころか制限につながり、
文化活動の発展に逆行するものであり反対。

×

安全、防災対策のため、急傾斜地崩壊対策や市道橋の長寿命化、
身近な生活道路の維持補修費の増額
市民プールや市民会館、大津公民館の管理・運営の民間委託継
続、５年間の事業費を計上。富士見市民温水プールの移転と管理×

○
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現・市民プール

建設予定地


